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評価が高かった点 

理念を基礎として、養育マニュアルをしっかり確立され、長い経験と

実践の中で利用者（対象児童等）に対する福祉サービスを進めておら

れ、その質の向上と安定につながり、利用者の保護者との信頼関係も

安定的に確保する努力がおこなわれている。人材の定着と技量は、サ

ービス標準の定着にもつながっている。地域に対する関係も積極的で、

さまざまなニーズをとらえ、交流を深めている。 

理      由 

管理者のリーダーシップは、その福祉サービスに対する理念と運営姿

勢として発揮されており、施設内人材の定着につながっている。これ

がこの施設のひとつの強みである。また、養育マニュアルなどは、現

場職員の工夫と実践的参画の中でつくられていることが特徴であり、

それが、福祉サービス部分の質の向上と安定につながっている。 

改善努力を要する点 

中･長期計画の文書化が、ひとつの課題である。 

また、運営上の課題として、利用者の権利擁護、プライバシー保護、

体罰や暴力といったことについての体系的な「規程」と実例集などの

整備が、十分でなかった。 

職員のコミュニケーション能力の向上のための研修等の実施。 

理      由 

中･長期計画は、職員の業務上の目標や能力開発・役割の認識などの上

で大切な指針となる。その意味で、これまで法人で検討されている諸

計画を、中･長期計画として整備されることをお勧めする。 

権利擁護等のマニュアル（規程）の整備は、福祉サービスの安定化の

ためにも必要である。また、職員のコミュニケーション能力の向上は

利用者（保護者）との意志疎通を強化する上でも重要である。 

総括コメント 

戦後間もないころからの事業の歴史があり、その理念や実績は、きわ

めて豊かですぐれています。特に入所者（子供たち）への養育の思い

と福祉サービスの継続的な質の改善についての努力に敬意を表しま

す。これらの取り組みが、今後、地域社会における子育て推進の実践

的センターとしてより強く貢献することを期待します。 

調査項目の詳細コメントは、｢評価結果対比シート｣の自由記述欄に記

載しています。 
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評価機関名

訪問調査日
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【共通評価基準】
【付加基準】

評価結果対比シ－ト

ＮＰＯ 京都福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ「一期一会」

峰山乳児院付設幼児寮

児童養護施設



【共通評価基準　評価結果対比シート】

自己評価 第三者評価

① 理念が明文化されている。 A A

② 理念に基づく基本方針が明文化されている。 A A

① 理念や基本方針が職員に周知されている。 A A

② 理念や基本方針が利用者等に周知されている。 B A

① 中・長期計画が策定されている。 C A

② 中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。 C C

① 計画の策定が組織的に行われている。 B A

② 計画が職員や利用者に周知されている。 B B

① 管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。 B B

②
遵守すべき法令等を正しく理解するための取り組みを行ってい
る。 B B

① 質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力を発揮している。 B B

②
経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発揮
している。 B B

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

評価結果

Ⅰ－２－（２）

計画が適切に策定されている。

Ⅰ－２

計画の策定

評価項目 評　価　細　目評価分類

Ⅰ－１

理念・基本方針

Ⅰ－１－（１）

理念、基本方針が確立されてい
る。

Ⅰ－１－（２）

理念、基本方針が周知されてい
る。

Ⅰ－２－（１）

中・長期的なビジョンと計画が明
確にされている。

方針と組織に関しては、次の点を所感としてふれておきます。
①理念と基本方針について、、職員が自分の課題として具体化するための文言上の工夫ができればよいですね。
②中期計画については、いくつかの課題を提起し文書化されています。この内容を少し体系化し、事業人事、サービスなど
総合的にまとめられるようにしましょう。
③管理する法令リストについては、その関係部署や課題に対応してリスト化して、日常的に管理できるようにしましょう。
④経営に関しては、現状安定していますが、今後の課題を検討しておきましょう。
⑤利用者に対する理念や方針、事業計画の周知･説明については、そのコミュニケーションをあり方を踏まえて、今後、工夫
していきましょう。

Ⅰ-2-(1)②Ｃ→Ａ：不十分さはありますが、中期計画は策定されていました。（Ｂ評価がないので、Ａ評価にしました）

Ⅰ－３

管理者の責任と
リーダーシップ

Ⅰ－３－（１）

管理者の責任が明確にされてい
る。

Ⅰ－３－（２）

管理者のリーダーシップが発揮さ
れている。

[自由記述欄]



【共通評価基準　評価結果対比シート】

自己評価 第三者評価

① 事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。 C B

②
経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取り組みを行っ
ている。 C B

③ 外部監査が実施されている。 C C

① 必要な人材に関する具体的なプランが確立している。 A A

② 人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。 B B

①
職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組み
が構築されている。 B B

② 福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。 A A

① 職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 A A

②
個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計
画に基づいて具体的な取り組むが行われている。 B A

③ 定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。 B B

①
実習生の受け入れに対する基本的な姿勢を明確にし体制を整
備している。 A A

② 実習生の育成について積極的な取り組みを行っている。 A A

①
緊急時（事故、感染症の発生時など）の対応など利用者の安全
確保のための体制が整備されている。 A A

②
利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行してい
る。 A A

① 利用者と地域とのかかわりを大切にしている。 A A

② 事業所が有する機能を地域に還元している。 B B

③
ボランティア受け入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立
している。 A A

① 必要な社会資源を明確にしている。 A A

② 関係機関等との連携が適切に行われている。 A A

① 地域の福祉ニーズを把握している。 B A

② 地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。 B B

評　価　細　目
評価結果

Ⅱ　組織の運営管理

評価項目評価分類

Ⅱ－３

安全管理

Ⅱ－３－（１）

利用者の安全を確保するための
取り組みが行われている。

Ⅱ－１－（１）

経営環境の変化等に適切に対応
している。

Ⅱ－２－（４）

実習生の受け入れが適切に行わ
れている。

Ⅱ－２－（１）

人事管理の体制が整備されてい
る。

Ⅱ－２－（２）

職員の就業状況に配慮がなされ
ている。

Ⅱ－２－（３）

職員の質の向上に向けた体制が
確立されている。

Ⅱ－２

人材の確保・養成

Ⅱ－１

経営状況の把握

[自由記述欄]

組織運営に関しては、次の点を所感としてふれておきます。
①外部監査については、次年度以降実施ということで確認しておきます。
②職員との関係では、スーパービジョンが不足ということですが、人材育成に関する方針、実施は基本的にできています。
個人評価に関しては、評価基準について、公平性･公開性を配慮して、業務の「作業工数」をより細分化して、誰でもわかる
「できている・できていない」というように明確に理解できるものを整備してみましょう。
③地域との関係づくりは、しっかりできています。ショートスティーや「おひさま広場」、子育て相談など多彩です。今後は、院
内で実践されている子育て実践の内容を、さまざまな形で報告したり、公開することで地域に対して「子育て」のモデルとして
の指導性を発揮できるしたいものです。

Ⅱ－４

地域との交流と連
携

Ⅱ－４－（１）

地域との関係が適切に確保され
ている。

Ⅱ－４－（２）

関係機関との連携が確保されて
いる。

Ⅱ－４－（３）

地域の福祉向上のための取り組
みを行っている。



【共通評価基準　評価結果対比シート】

自己評価 第三者評価

①
利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつた
めの取り組みを行っている。 A A

②
利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備
している。 B B

① 利用者満足の向上に意図した仕組みを整備している。 B A

② 利用者満足の向上に向けた取り組みを行っている。 B A

① 利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。 A A

② 苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。 B A

③ 利用者からの意見等に対して迅速に対応している。 A A

①
サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備してい
る。 B A

②
評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にして
いる。 A A

③ 課題に対する改善策・改善計画を立て実施している。 B A

①
個々のサービスについて標準的な実施方法が文書化されサー
ビスが提供されている。 B B

②
標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立してい
る。 C B

①
利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われてい
る。 A A

② 利用者に関する記録の管理体制が確立している。 A A

③ 利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。 A A

①
利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供してい
る。 C B

② サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得ている。 A A

Ⅲ－３－（２）

サービスの継続性に配慮した対
応が行われている。

①
事業所の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継続性
に配慮した対応を行っている。

A A

① 定められた手順に従ってアセスメントを行っている。 B B

② 利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 A A

① サービス実施計画を適切に策定している。 B B

② 定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。 B B

Ⅲ－３－（１）

サービス提供の開始が適切に行
われている。

Ⅲ－４

サービス実施計画
の策定

Ⅲ－４－（１）

利用者のアセスメントが行われて
いる。

Ⅲ－４－（２）

利用者に対するサービス実施計
画が策定されている。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１－（１）

利用者を尊重する姿勢が明示さ
れている。

Ⅲ－２－（３）

サービス実施の記録が適切に行
われている。

Ⅲ－２

サービスの質の確
保

Ⅲ－２－（１）

質の向上に向けた取り組みが組
織的に行われている。

Ⅲ－２－（２）

個々のサービスの標準的な実施
方法が確立している。

評価結果

[自由記述欄]

福祉サービスの実施に関しては、以下の点を所感としてふれておきます。
①プライバシー保護および権利擁護、体罰等に関するマニュアルを整備しましょう。この点は、付加基準の事項とも関連し
て、その体系化、具体的定義や詳細事例をしっかり整備することによって、職員の業務上の安定した職務遂行が図れるよう
にしましょう。
②職員と利用者（その保護者）とのコミュニケーションをより安定的にするための、スキルアップを図りましょう。
③サービス標準のついて、その基準の定義と「見直し」の基準を整備しましょう。
④インタ-ネットサイト（ＵＲＬ）の整備を図りましょう。とくに院内の取り組みを優れて子育て技術として公開することが重要で
しょう

乳児院と幼児寮の評価の違いは、Ⅲ－4についてのみです。この違いは、アセスメントの手順の不十分さ(1)-①、保護者に
対する意向把握・同意等で「一部できていない」、及び見直しの「一部不十分さ」(2)-①、②という施設の評価を確認し、乳児
院と違う評価をしました。他の調査項目はすべて同一の評価です。

評　価　細　目評価分類 評価項目

Ⅲ－１

利用者本位の福
祉サービス

Ⅲ－１－（２）

利用者の満足度の向上に努めて
いる。

Ⅲ－１－（３）

利用者が意見等を述べやすい体
制が確保されている。

Ⅲ－３

サービスの開始・
継続



【付加基準　評価結果対比シート】

自己評価 第三者評価

①
子ども自身が自分たちの生活全般について自主的に考える活
動（施設内の自治会活動等）を推進し、施設における生活改善
に向けて積極的に取り組んでいる

②
施設の行う援助について事前に説明し、子どもが主体的に選
択（自己決定）できるように支援している A A

③
多くの生活体験を積ませる中で、子どもがその問題や事態の自
主的な解決等を通じて、健全な自己の成長や問題解決力を形
成できるように支援している

A A

④
多くの人たちとのふれあいを通して、子どもが人格の尊厳を理
解し、自他の権利を尊重し共生ができるよう支援している A A

⑤
子どもの発達に応じて、本人の出生や生い立ち、家族の状況
等について、子どもに適切に知らせている A A

⑥ 体罰を行なわないよう徹底している A A

⑦
子どもに対する暴力、言葉による脅かし等の不適切な関わりの
防止と早期発見に取り組んでいる A A

⑧
子どもや保護者の思想や信教の自由は、他の子どもや保護者
の権利を妨げない範囲で保障されている A A

[自由記述欄]

自己評価 第三者評価

Ａ－２
日常生活支援
サービス

①
子どもと職員との間に信頼関係を構築し、常に個々の子どもの
発達段階や課題に考慮した援助を行っている A A

②
子どもの協調性を養い、社会的ルールを尊重する気持ちを育
てている A A

①
食事をおいしく楽しく食べられるよう工夫し、栄養管理にも十分
な配慮を払っている A A

② 子どもの生活時間にあわせた食事の時間が設定されている A A

③
発達段階に応じて食習慣を習得するための支援を適切に行
なっている A A

① 衣服は清潔で、体に合い、季節にあったものを提供している A A

②
子どもが衣習慣を習得し、衣服を通じて適切に自己表現できる
ように援助している A A

①
居室等施設全体が生活の場として安全性や快適さに配慮した
ものになっている A A

②
発達段階に応じて居室等の整理整頓、掃除等の習慣が定着す
るよう援助している A A

（１）援助の基本

（２）食生活

（３）衣生活

（４）住生活

評価分類 評価項目 評　価　細　目
評価結果

Ａ－１
利用者の尊重

（１）利用者の尊重

非該当

一部に評価項目の中に「非該当」がありました。付加基準に関して、施設の設置状況に見合っ
てより詳細に適合した内容が必要のようです。

当該施設は、基本的にサービス内容が整っています。
課題といえば、権利擁護、プライバシー保護、体罰等に関するマニュアルの整備でしょう。

【付加基準】児童養護施設版　評価結果対比シ－ト

評価分類 評価項目 評　価　細　目
評価結果



【付加基準　評価結果対比シート】

自己評価 第三者評価

Ａ－２
日常生活支援
サービス

①
発達段階に応じ、身体の健康（清潔、病気、事故等）について
自己管理ができるよう支援している A A

②
医療機関と連携して一人ひとりの子どもに対する心身の健康を
管理するとともに、異常がある場合は適切に対応している A A

①
子どもが暴力・不適応行動などの問題行動をとった場合に適切
に対応している A A

②
虐待を受けた子ども等、保護者からの強引な引き取りの可能性
がある場合、施設内で安全が確保されるよう努めている A A

③
施設内の子ども間の暴力、いじめ、差別などが生じないよう施
設全体に徹底している A A

①
行事などのプログラムは、子どもが参画しやすいように計画・実
施されている A A

② 休日等に子どもが自由に過ごせるよう配慮している A A

③
子どもの発達段階に応じて、金銭の管理や使い方など経済観
念が身につくよう支援している A A

④ 子どもが友人や地域との関係を深められるよう支援している A A

① 学習環境の整備を行い学力に応じた学習支援を行なっている A A

②
学校を卒業する子どもの進路について、「最善の利益」にか
なった進路の自己決定ができるよう援助している

③
職場実習や職場体験等の機会を通して、社会経験の拡大に取
り組んでいる

④
子どもの年齢・発達段階に応じて、異性を尊重し思いやりの心
を育てるよう、性についての正しい知識を得る機会を設けてい
る

A A

（９）メンタルヘルス
①
被虐待児など心理的なケアが必要な子どもに対して心理的な
支援を行なっている A A

①
児童相談所等と連携し、子どもと家族との関係調整を図った
り、家族からの相談に応じる体制づくりができている A A

②
子どもと家族の関係づくりのために面接、外出、一時帰省など
を積極的に行なっている B B

[自由記述欄]

非該当

非該当

（１０）家族とのつながり

（５）衛生管理・健康管理・安全
管理

（６）問題行動に対しての対応

（７）自主性・自律性を重視した
日常生活

（８）学習支援、進路指導等

評価分類 評価項目 評　価　細　目
評価結果




